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京
丹
後
市
消
防
団
が
発
足 
京
丹
後
市
消
防
団
が
発
足 

　
『
京
丹
後
市
消
防
団
』
の
「
発
足
式

兼
辞
令
交
付
式
」
が
四
月
四
日
、
ア
ミ

テ
ィ
丹
後
（
網
野
町
）
で
開
か
れ
、
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
、
志
気
を
鼓
舞
し
ま

し
た
。 

　
式
で
は
、
増
田
京
丹
後
市
長
職
務
執

行
者
が
『
京
丹
後
市
消
防
団
』
の
発
足

を
声
高
ら
か
に
宣
言
。
「
郷
土
愛
と
旺

盛
（
お
う
せ
い
）
な
責
任
感
を
も
っ
て
、

住
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
献
身

的
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
そ
の
ご
労
苦

に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

新
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
生
活
の

安
心
・
安
全
の
守
り
の
砦
（
と
り
で
）

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
消
防
団
旗
が
、
市
長
職
務

執
行
者
か
ら
四
月
一
日
に
任
命
を
受
け

た
　
岡
孝
団
長
（
網
野
町
網
野
）
に
授

与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
副
団
長
六
人
、

本
部
付
分
団
長
六
人
、
分
団
長
二
十
八

人
、
副
分
団
長
二
十
八
人
、
指
導
員
七

十
九
人
、
ラ
ッ
パ
鼓
隊
長
の
役
員
、
ま

た
新
入
団
員
二
百
二
十
人
に
辞
令
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
新
入
団
員
を
代
表
し
て
小
石
原
範
幸

さ
ん
（
網
野
第
三
分
団
）
は
「
忠
実
に

消
防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳
粛

に
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
。 

　
ま
た
、
退
団
者
を
代
表
し
て
旧
峰
山

町
消
防
団
長
・
小
川
透
さ
ん
（
峰
山
町

杉
谷
）
が
「
退
団
者
一
同
、
在
任
中
に

培
っ
た
、
消
防
団
員
の
使
命
と
、
日
々

の
訓
練
で
積
み
重
ね
た
消
防
技
術
を
、

地
域
社
会
の
中
で
活
か
し
、
ま
た
有
事

の
際
に
は
消
防
団
に
協
力
で
き
る
住
民

意
識
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と

在
職
期
間
中
の
お
礼
と
消
防
団
活
動
へ

の
激
励
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。 

　
　
岡
団
長
は
、
退
団
者
へ
お
礼
を
述

べ
る
と
と
も
に
「
各
町
の
地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
の
た
め
、
副
団
長
の
統
率

の
も
と
消
防
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
、
林
野
火

災
等
が
多
々
発
生
し
て
い
ま
す
。
各
地

域
で
啓
蒙
（
け
い
も
う
）
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と

訓
示
を
行
い
ま
し
た
。 
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一
丸
と
な
り
　
市
民
の 

生
命
と
財
産
を
守
る 

　
市
制
施
行
に
伴
い
、
六
町
の
消
防
団
も
一
つ
と 

な
り
、
二
十
八
分
団
、
計
一
、
七
九
三
人
の
『
京 

丹
後
市
消
防
団
』
が
新
た
に
発
足
し
ま
し
た
。 

団
員
に
訓
示
を
行
う
　
岡
団
長 

右
か
ら 

副
団
長
　
原
　
　
　
久
さ
ん 

副
団
長
　
谷
口
　
國
夫
さ
ん 

副
団
長
　
田
中
　
照
男
さ
ん 

団
　
長
　
　
岡
　
　
孝
さ
ん 

副
団
長
　
梅
田
　
和
男
さ
ん 

副
団
長
　
野
木
　
三
司
さ
ん 

副
団
長
　
中
西
　
昌
弘
さ
ん 

ラッパ鼓隊の見事な吹奏が 
団員の志気を高めました 
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消
防
団
は
、
消
防
本
部
と
同

じ
く
法
律
に
基
づ
い
て
市
町
村

に
設
け
ら
れ
て
い
る
消
防
機
関
で
、

平
成
十
四
年
四
月
一
日
現
在
、

全
国
で
三
、六
二
七
団
、
九
三
万

七
、一
六
九
人
の
消
防
団
員
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、

普
段
は
生
業
に
就
き
な
が
ら
、「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
で
、
火
災
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
水
害
や
地
震
等
あ
ら
ゆ

る
災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
る

た
め
に
献
身
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
災
害
時
以
外
に
も
、

訓
練
の
ほ
か
、
火
災
予
防
や
住

民
の
み
な
さ
ん
に
対
す
る
啓
発
等
、

幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
、「
地

域
の
消
防
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
」

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。 

団　長　　岡　　孝（網野町網野） 

副団長　中西　昌弘（峰山町菅） 

副団長　野木　三司（大宮町口大野） 

副団長　梅田　和男（網野町網野） 

副団長　田中　照男（丹後町徳光） 

副団長　谷口　國夫（弥栄町和田野） 

副団長　原　　　久（久美浜町十楽） 

本部付分団長   安田　伸幸（峰山町五箇） 

本部付分団長　田中　宏明（大宮町周枳） 

本部付分団長　関　幸一郎（網野町網野） 

本部付分団長　道家　徹司（丹後町岩木） 

本部付分団長　羽賀　義昌（弥栄町野中） 

本部付分団長　白岩　秀一（久美浜町平田） 

役員のみなさん 
（本部付分団長以上・敬称略） 

消
防
団
と
は 

消
防
団
員
の
仕
事
と
は 

　「京丹後市消防団」は、１団、28分団で、消防団長以下1,793人（定

員1,805人）で組織。 

　水槽付ポンプ車4台、ポンプ車37台、小型動力ポンプ付積載車29台、

小型動力ポンプ付軽積載車7台、小型ポンプ搬送用軽トラック5台、

小型ポンプ（可搬式）27台、指令車6台の消防力で発足しました。 

峰山第1分団（峰山分団） 

峰山第2分団（吉原分団） 

峰山第3分団（五箇分団） 

峰山第4分団（長岡分団） 

峰山第5分団（新山分団） 

峰山第6分団（丹波分団） 

網野第１分団（第１分団） 

網野第５分団（第５分団） 

網野第４分団（第４分団） 

網野第３分団（第３分団） 

網野第２分団（第２分団） 

丹後第１分団（間人分団） 

丹後第５分団（下宇川分団） 

丹後第４分団（上宇川分団） 

丹後第３分団（竹野分団） 

丹後第２分団（豊栄分団） 

弥栄第１分団（吉野分団） 

弥栄第５分団（野間分団） 

弥栄第４分団（鳥取分団） 

弥栄第３分団（黒部分団） 

弥栄第２分団（溝谷分団） 

久美浜第４分団（第４分団） 

女性消防団員 

副団長 指導員 本部付分団長 
久美浜第３分団（第３分団） 

久美浜第２分団（第２分団） 

久美浜第１分団（第１分団） 

副団長 指導員 本部付分団長 

副団長 

団　長 

指導員 本部付分団長 

副団長 指導員 本部付分団長 

副団長 指導員 本部付分団長 

副団長 指導員 本部付分団長 

（
峰
山
町
） 

（
大
宮
町
） 

（
網
野
町
） 

（
丹
後
町
） 

（
弥
栄
町
） 

（
久
美
浜
町
） 

京丹後市消防団組織 

大宮第1分団（口大野・周 

枳・河辺・善王寺分団） 

大宮第３分団 

（三重・五十河分団） 

大宮第２分団 

（奥大野・常吉・三重分団） 

※（　　　）は旧分団名 
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保育所でも分別収集に取り組んでいます　－峰山保育所－ 

※一定数値未満は０と表されます。 

　
峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
抑
制
、

ま
た
、
循
環
型
社
会
の
促
進
を

図
る
た
め
、
旧
町
（
峰
山
町
・

大
宮
町
・
網
野
町
・
丹
後
町
・

弥
栄
町
・
久
美
浜
町
）
に
よ
る
「
可

燃
ご
み
」
お
よ
び
「
資
源
ご
み
」

の
広
域
処
理
を
一
昨
年
四
月
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。 

 

　
ご
み
焼
却
施
設
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
で

年
一
回
、
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
濃
度
を
測
定
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
同
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
も
『
よ
り
ク

リ
ー
ン
に
、
よ
り
快
適
に
』
を

指
針
に
毎
年
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
昨
年
度
は
、
十
月
二
十
一
日

と
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
二
十

八
日
に
か
け
て
調
査
を
実
施
。

い
ず
れ
の
値
も
規
制
値
を
大
幅

に
ク
リ
ア
し
、
「
安
心
・
安
全
」

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
排
ガ

ス
一
立
方
メ
ー
ト
ル
中
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
数
値
は
、

二
十
四
時
間
で
二
十
四
ト
ン
の

ご
み
を
焼
却
処
理
で
き
る
一
号
炉
・

二
号
炉
、
二
十
一
ト
ン
を
処
理

で
き
る
四
号
炉
の
い
ず
れ
も
測

定
下
限
未
満
を
示
す
〇

ナ
ノ
グ
ラ
ム
。
ま
た
、

二
十
一
ト
ン
を
処
理
で

き
る
三
号
炉
は
〇
・
〇

〇
〇
三
六
ナ
ノ
グ
ラ
ム

と
い
う
測
定
結
果
で
、

規
制
値
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
排
ガ
ス
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

の
規
制
値
は
、
法
改
正

前
に
建
設
し
た
焼
却
炉
（
一

号
炉
・
二
号
炉
）
は
十
ナ
ノ
グ

ラ
ム
以
下
、
法
改
正
後
に
新
設

し
た
焼
却
炉
（
三
号
炉
・
四
号
炉
）

は
、
五
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以
下
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
丹
後
市

で
は
、
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
を
〇
・
一
ナ
ノ
グ

ラ
ム
以
下
と
す
る
自
主
規
制
値

を
設
け
、
排
出
抑
制
に
努
め
て

い
ま
す
。 

 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果 

峰
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

規
制
値
を
大
幅
に
ク
リ
ア

規
制
値
を
大
幅
に
ク
リ
ア 

規
制
値
を
大
幅
に
ク
リ
ア 
安
心
・
安
全 
安
心
・
安
全 

排ガス中のダイオキシン類濃度 

　　１号炉　0 ナノグラム 

　　２号炉　0 ナノグラム 

　　３号炉　0.00036 ナノグラム 

　　４号炉　0 ナノグラム 

灰中のダイオキシン類濃度 

　　焼却灰　0.0089ナノグラム 

　　飛　灰　0.28   ナノグラム 

測　定　結　果 
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ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
発
ガ
ン
性

が
認
め
ら
れ
る
な
ど
人
体
に
入
る

と
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

言
わ
れ
、
化
学
構
造
や
毒
性
の
異

な
る
二
百
以
上
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
、
農
薬
に
も
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
物
が

燃
え
る
時
、
特
に
不
完
全
燃
焼
時

に
発
生
す
る
こ
と
が
科
学
的
に
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
他
に
金
属
精
錬

の
燃
焼
工
程
や
紙
等
の
塩
素
漂
白

過
程
等
で
も
発
生
し
、
ま
た
森
林

火
災
等
で
も
生
じ
ま
す
。 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
大
気
や
土

壌
、
食
品
等
を
通
じ
て
人
体
へ
取

り
込
ま
れ
ま
す
が
、
通
常
の
摂
取

レ
ベ
ル
で
は
、
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
す
ほ
ど
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

　
※
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
単
位 

　
　
　
排
ガ
ス
一
立
方
メ
ー
ト
ル

　
　
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
量

　
　
を
十
億
分
の
一
グ
ラ
ム
（
ナ

　
　
ノ
グ
ラ
ム
「
ｎ
ｇ
」
）
で
表

　
　
わ
し
ま
す
。 

 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の 

発
生
を
抑
え
る
に
は

発
生
を
抑
え
る
に
は 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の 

発
生
を
抑
え
る
に
は 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
高
温
（
八

百
度
以
上
）
で
完
全
燃
焼
す
る
と

ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。 

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二

十
四
時
間
連
続
運
転
し
、
常
に
八

百
五
十
度
以
上
で
安
定
し
た
高
温

焼
却
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と

に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
排
ガ
ス
中
の
飛
灰
（
ひ

ば
い
）
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
に
つ
い
て
は
、
高
性
能
の
フ

ィ
ル
タ
ー
を
用
い
て
取
り
除
く
ほ

か
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
を
分
解
・

処
理
す
る
「
加
熱
脱
塩
素
化
処
理

装
置
」
や
、
有
毒
ガ
ス
を
処
理
す

る
「
触
媒
反
応
塔
」
を
設
置
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て

適
正
な
処
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

　
ま
ず
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
で
す
。 

　
生
活
し
て
い
く
う
え
で
必
ず
で

る
『
ご
み
』
。
市
で
も
ご
み
の
減

量
化
や
資
源
化
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
一
人
ひ
と
り
が
再
利
用
や
ご

み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
掛

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
買
い
物
袋
を
持
参
し
た
り
、
過

剰
な
包
装
を
断
わ
っ
た
り
、
再
生

品
や
詰
め
替
え
用
の
商
品
を
選
ぶ

等
、
日
常
生
活
で
の
少
し
の
心
掛

け
だ
け
で
も
環
境
へ
の
負
担
は
減

少
し
ま
す
。 

　
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

クリーンセンター 
ごみの処理状況 

　昨年度中（４月～３月）に、クリーンセンターへ搬入

（収集および個人、事業所の直接搬入）された可燃ごみ

と資源ごみの総量は、約２０,６００トンとなっています。 

　月別では、観光や帰省など人の出入りが多い夏休み期

間（７月・８月）と、暮れの大掃除にあたる１２月に多

くのごみが搬入されており、また搬入されたごみのうち、

可燃ごみとして約１９,０００トンを焼却処理。１日平均では、

５３トンを処理したことになります。 

　資源ごみとしては、ビンや缶、その他プラスチック容

器包装類等をリサイクルプラザで選別、圧縮梱包して約

１,４００トンを業者に持ち出し、再利用化されています。 

◆搬入量 

◆焼却量 

◆資源ごみ持出量 

峰山町 

４月 ４１１,１３０ 

４０４,８５０ 

３７８,０５０ 

４５０,３６０ 

４９３,２４０ 

４０７,７６０ 

４４０,２６０ 

３７８,２７０ 

５００,４２０ 

３７９,３３０ 

３４０,１２０ 

４１９,９００ 

５,００３,６９０ 

２５３,９１０ 

２６５,３６０ 

２４２,１８０ 

２７３,０９０ 

２９６,０１０ 

２５４,２６０ 

２６２,２８０ 

２４５,１８０ 

２９６,６８０ 

２２９,４７０ 

２０３,２２０ 

２５６,５７０ 

３,０７８,２１０ 

４６０,３５０ 

４４８,３２０ 

３９７,５３０ 

４９２,１６０ 

５６８,９５０ 

４２８,６９０ 

４３５,２９０ 

４８０,１８０ 

６１６,４３０ 

５４６,８８０ 

４９７,７８０ 

５２５,１３０ 

５,８９７,６９０ 

１５２,２７０ 

１６７,０３０ 

１５２,４６０ 

１９２,５６０ 

２３１,１００ 

１６１,１３０ 

１６０,９６０ 

１５８,３００ 

１９７,０４０ 

１６５,５００ 

１５４,５６０ 

１８６,７８０ 

２,０７９,６９０ 

１５０,９００ 

１５７,６７０ 

１３４,１５０ 

１５５,６６０ 

１７６,３３０ 

１６２,９３０ 

１５２,１００ 

１３５,７２０ 

１６０,４１０ 

１３３,９２０ 

１２８,８３０ 

１５２,９２０ 

１,８０１,５４０ 

２０９,６４０ 

２１４,６２０ 

１９０,２９０ 

２２９,４３０ 

２５７,７５０ 

２０７,９２０ 

２１３,９９０ 

２２７,５８０ 

２７９,５８０ 

２４１,２７０ 

２１６,１３０ 

２４８,２８０ 

２,７３６,４８０ 

１,６３８,２００ 

１,６５７,８５０ 

１,４９４,６６０ 

１,７９３,２６０ 

２,０２３,３８０ 

１,６２２,６９０ 

１,６６４,８８０ 

１,６２５,２３０ 

２,０５０,５６０ 

１,６９６,３７０ 

１,５４０,６４０ 

１,７８９,５８０ 

２０,５９７,３００ 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

品　　目 持出回数 持出量 

合　　計 

アルミ缶 

スチール缶 

無色ビン 

茶色ビン 

その他ビン 

ペットボトル 

その他プラ容器 

発泡スチロール 

４回 

４回 

１２回 

１２回 

２回 

２３回 

４２回 

４回 

１０３回 

６４,０００ 

１５７,３６０ 

２９９,８００ 

３０１,９２０ 

５３,４８０ 

１０９,７６０ 

３９６,７２０ 

３１,６００ 

１,４１４,６４０ 

合計 

大宮町 網野町 丹後町 弥栄町 久美浜町 合　計 

（単位：┉） 

（単位：┉） 

（単位：┉） 
４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

合計 

１,３８０,３５０ 

１,５９５,２７７ 

１,１２５,５８６ 

１,６６２,３２０ 

１,７３７,１１０ 

１,８２５,２６０ 

１,２７３,９８０ 

１,８００,９００ 

１,８６５,７６０ 

１,７０５,４７０ 

１,３２７,７９０ 

１,７１０,３６０ 

１９,０１０,１６３ 

（搬入量と焼却量および持出量の差は、ピット内残量と水分です） 
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税　　率 

納　　期 

均  等  割 

所  得  割 

納　　期 

均  等  割 

法人税割 

納　　期 

税　　率 

納　　期 

所  得  割 

資  産  割 

均  等  割 

平  等  割 

納　　期 

所  得  割 

資  産  割 

均  等  割 

平  等  割 

納　　期 

 

１.４％ 

１０期（６月１日～３月３１日） 

４,０００円 

標準税率を適用 

１０期（６月１日～３月３１日） 

制限税率を適用 

税率（１３.５％）を適用 

事業年度終了の翌日から２か月以内 

原付１種１,０００円等 

毎年４月１日～４月３０日 

基礎控除後の総所得金額等の６％ 

固定資産税額（土地・家屋）の３３％ 

被保険者１人につき１９,０００円 

１世帯当たり２１,０００円 

１０期（６月１日～３月３１日） 

基礎控除後の総所得金額等の１.３５％ 

固定資産税額（土地・家屋）の７.７％ 

被保険者１人につき６,７００円 

１世帯当たり４,７００円 

１０期（６月１日～３月３１日） 

　
旧
丹
後
六
町
が
、
四
月
一
日
に
「
京
丹
後
市
」
と
し
て
新
た
に
発
足
し
、
約
一
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。 

平
成
十
四
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
に
わ
た
り
、
合
併
協
議
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
に
関

す
る
協
議
を
行
い
、
約
九
百
も
の
項
目
に
つ
い
て
調
整
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
市
税
や
水
道
料
金
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
関
係
あ
る
主
な
も
の
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。 

◎徴収方法…集合徴収（固定資産税・住民税・国保税） 

◎納付方法…口座振替・納付書による納付 

◎口座振替日…毎月月末（再引き落としは毎月15日） 

◎督促手数料…１通につき100円 

※国保税の所得割と均等割については、旧丹後町に住所を有する方は、 

　平成１９年度まで段階的に引き上げられます。 

※詳しくは、税務課（☎６９-０１８０）または市民局地域総務課税務収納係 

　へお問い合わせください。 

ど
う
変
わ
っ
た
の
？

ど
う
変
わ
っ
た
の
？ 

　
　
　
　

　
　
　
　
新
市
の
生
活

新
市
の
生
活 
ど
う
変
わ
っ
た
の
？ 

　
　
　
　
新
市
の
生
活 

税
率
や
納
期
を
統
一 

市
税
・
納
税
に
つ
い
て 

　
旧
六
町
で
異
な
る
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
税
率
や 

納
期
を
次
の
と
お
り
統
一
し
ま
し
た
。 

科　　目 項　目 内　　　　　　　容 備　考 

固定資産税 

市府民税（個人） 

市民税（法人） 

軽自動車税 

国保税 
 （国保被保険者） 

国保税 
 （２号介護保険 
　　　被保険者） 

上限５３万円 

上限８万円 
（世帯内に 
介護保険被 
保険者の方 
がおられる 
場合に課税 
されます） 

保育所について 

保育時間は午後４時30分まで 

※詳しくは、子育て支援課（☎６９ -０３４０）または市民局地域福祉課福祉係へ 
　お問い合わせください。 

保育時間 平　日：８：３０～１６：３０ 
土曜日：８：３０～１１：３０ 

３歳未満児：５８,０００円 
３歳以上児：３５,０００円 

◯１日１１時間を超えて保育する場合 
　は２,０００円（おやつ代を含みます） 
◯１日１１時間以内で午後６時以降 
　保育する場合は１,０００円 

実施施設：峰山保育所 
　　　　　大宮南保育所 
　　　　　網野みなみ保育所 
時　間：通常保育と同じ 
定　員：１日当たり概ね５人 
利用料（１日）：３歳以上児１,３００円 
 　　　　　　　 ２　歳　児２,２００円 

時間：延長保育も可能です 
利用：半日の一時保育も可能です 
 
利用料のほかに保育時間により、 
給食費・おやつ代が必要です 

左記に限らず、開所時間をさらに 
延長している保育所もありますの 
で、詳しくは子育て支援課へお尋 
ねください 

月曜日～金曜日 
　　　：８：００～８：３０・１６：３０～１８：００ 
土曜日：８：００～８：３０・１１：３０～１２：３０ 

項　　目 内　　　　　　容 備　　　　　考 

延長保育 

一時保育 

延長保育料 
（月額１人当たり） 
※日割りはありません 

保育料月額 
（最高額） 

便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
、口
座
振
替
の

手
続
き
は
、お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。（
特
に
、全
期
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、五
月
末
ま
で
に
、金
融
機
関
ま
た
は

市
民
局
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
） 
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住
民
票
等
は
市
民
局
窓
口
で 

　
戸
籍
謄
抄
本
（
全
部
・
個
人
事
項
証
明
）、
住
民
票
、
そ
の

ほ
か
の
各
種
証
明
書
等
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
だ
け
で
な
く
、

ど
こ
の
市
民
局
地
域
総
務
課
の
窓
口
で
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

（
臨
時
運
行
許
可
申
請
は
除
き
ま
す
） 

河
川
工
事
は
分
担
金
な
し
で 

　
河
川
工
事
に
つ
い
て
は
、
治
水
や
防
災
等
を
目

的
に
行
う
も
の
で
あ
り
分
担
金
は
徴
収
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
市
民
局
地
域

総
務
課
市
民
生
活
係
・
税

務
収
納
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

分
担
金
・
補
助
金
に
つ
い
て 

※市単独の市道工事および農林関係事業にかかる分担金については、工事対象地
　区の世帯数が３０戸未満の場合等に減免されることとなっています。 
※詳しくは、建設部管理課（☎６９-０５１０）および農林部農村整備課（☎６９-０４２０）
　または市民局地域事業課建設業務係および農林業務係へお問い合わせください。 

河川工事 

戸籍謄本（全部事項証明） 
区分および種類 受付場所 

各市民局 
地域総務課 

峰山・網野・久 
美浜市民局のみ 
受け付け 

印鑑、顔写真のついた証明書（運 
転免許証等）、顔写真付きカード 
を希望の方は写真（４.５〞×３.５〞） 

各市民局 
地域総務課 

印鑑 

４５０円／通 
４５０円／通 
３５０円／件 
３５０円／通 
３５０円／件 
２００円／通 
２００円／通 
２００円／件 
２００円／通 

５００円／枚 

７５０円／両 

２００円／通 
２００円／通 
２００円／枚 
５００円／件 

２００円／件 
２００円／件 
２００円／通 
２００円／通 
２００円／通 
２００円／通 
２００円／通 
２００円／通 
無　　  料 
２００円／件 
２００円／件 
２００円／件 

印鑑 

申請者の印鑑 

印鑑、本人または同居の家族以外 
の方は、本人の印鑑を押した委任 
状 

自賠責証明書、自動車検査証、 
抹消登録証明書、印鑑 

印鑑登録証、印鑑 
印鑑、顔写真のついた証明書（運転免許証等） 

持　　参　　物 金　額 

戸籍抄本（個人事項証明） 
戸籍記載事項証明 
受理証明 
戸籍閲覧 
住民票 
住民票記載事項証明 
住民票閲覧 

戸籍附票謄抄本 

住民基本台帳カード 

外国人登録原票写し 
外国人登録原票記載事項証明 
印鑑登録証明書 

臨時運行許可申請 

公簿・公文書等の閲覧 
公簿・公文書等の謄写 
所得証明書 
課税証明書 
非課税証明書 
納税証明書 
固定資産評価証明書 
固定資産公課証明書 
軽自動車税納税証明書 
土地家屋名寄台帳閲覧手数料 
図面（字限図）閲覧手数料 
固定資産台帳閲覧手数料 

印鑑登録証の再交付 

市道工事（市単独事業） 
急傾斜地崩壊対策事業 

国・府補助対象災害復旧事業 

市単独災害復旧事業 事業費の１５％以内 

事業費の３０％以内 

対象事業費の２％ 
対象事業費の１０％ 

なし 

なし 

事業費から国・府の補助金等 
を差し引いた額の２０％以内 

交付税措置のある起 
債事業を含みます 

事業費から国・府の補助金等 
を差し引いた額の４０％以内 

国・府補助対象事業 
　　生産基盤整備 
　　生産施設整備 
　　生活環境施設整備 

市単独事業 
　　生産基盤整備 
　　生産施設整備 
　　生活環境施設整備 

市道工事 
  （国・府補助対象事業） 

項　　　　　目 分　　担　　金 備　　考 

建
設
関
係 

農
林
関
係 

市
税
等
の
証
明 

そ
の
他 

印
鑑 

戸
籍 

住
民
基
本
台
帳
等 
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基本料金 基本料金 

基本料金 

超過料金 

（１┄につき） 

超過料金 
（１┄につき） 

超過料金 

（１┄につき） 

区　　分 区　　分 汚　水　量 金　額 

公共下水道 

集落排水 

市設置型浄化槽 

使　用　量 金　額 

上
　
　
水
　
　
道 

簡
易
水
道
（
飲
料
水
供
給
施
設
） 

定額料金地区 
　久美浜町神谷・奥馬地・甲坂・河内簡易水道 
　峰山町茂地飲料水供給施設 
　弥栄町堀越飲料水供給施設 

（例）２０㎥使用料金 

（例）３０㎥使用料金 

（例）２０㎥使用料金 口径１３｠ 

口径１３｠ 

口径１３｠ 

口径１３｠ 

５㎥まで ９５０円 

１６０円 

１７０円 

１８０円 

１９０円 

２００円 

３,３５０円 

４,９５０円 

８５０円 

１４０円 

１５０円 

１６０円 

１７０円 

１８０円 

２,９５０円 

４,３５０円 

６８０円 

１４０円 

１４５円 

１５５円 

５０円 

２,７８０円 

４,１８０円 

５㎥まで 

６㎥～３１㎥未満 

３１㎥～５１㎥未満 

５１㎥～１０１㎥未満 

１０１㎥～２０１㎥未満 

２０１㎥以上　　　  

５㎥まで 

月額（消費税を含みます） 月額（消費税を含みます） 

６㎥～５１㎥未満 

５１㎥～１００㎥未満 

１００㎥を超える分 

６㎥～３１㎥未満 

３１㎥～５１㎥未満 

５１㎥～１０１㎥未満 

１０１㎥～２０１㎥未満 

２０１㎥以上　　　  

（例）３０㎥使用料金 

８００円 

営業用温泉排水（１┄につき） 

（例）一般汚水　２０㎥使用料金 

（例）一般汚水　３０㎥使用料金 

　上水道等は、事業ごとに料金を統一し、下水道に

ついては、事業に関係なく統一の料金となりました。 

納付方法…口座振替・納付書による納付 

口座振替日…毎月月末 

　　　　　　（再引き落としは毎月15日） 

水道料金等は市域で統一 

○料金体系は、基本料金・超過料金とも翌月請求と 

　なります。 

○受益者分担金…公共汚水ます１個当たり３２万円 

（浄化槽市町村推進整備事業は１個当たり２７万円） 

　ただし、公共下水道等の供用開始後 

　　　１年以内…２７万円 

　　　２年以内…２８万円 

　　　３年以内…３０万円 

○井戸水など水道水以外の水を使用される場合は、

　汚水量を測定するために別途メーターの設置と使

　用料が必要です。 

○弥栄町の集落排水処理施設については、次のとお

　り減額します。 

　　　　平成１６年度…上記金額から３０％を減額 

　　　　平成１７年度…上記金額から２０％を減額 

　　　　平成１８年度…上記金額から１０％を減額 

※詳しくは、下水道課（☎６９-０５５０）へお問い合わ

　せください。 

　　　　　　下水道に接続をお願いします 

　下水道は、日常生活や事業活動により発生した汚

水を、きれいな水に甦らせ、川や海の汚れを防ぎ快

適な生活環境をつくる重要な施設です。 

　下水道に接続していただき、きれいな京丹後市の

川や海を守りましょう。 

○基本料金には、１３｠メーター使用料（５０円）を含み

　ます。 

○料金体系は、基本料金・超過料金とも翌月請求とな

　ります。 

○弥栄町の簡易水道（中央簡易水道第２水源は除きま

　す）、飲料水供給施設および大宮町奥大野、五十河

　簡易水道については、次のとおり減額します。（メ

　ーター使用料については、減額はありません） 

　　　平成１６年度…メーター使用料を除く使用料金の３０％を減額 

　　　平成１７年度…メーター使用料を除く使用料金の２０％を減額 

　　　平成１８年度…メーター使用料を除く使用料金の１０％を減額 

○久美浜町神谷・奥馬地・甲坂・河内簡易水道は、緩

　和措置により次の金額に減額します。 

　　　　平成１６年度…６６０円 

　　　　平成１７年度…７００円 

　　　　平成１８年度…７５０円 

※詳しくは、水道課（☎６９-０５４０）へお問い合わせく

　ださい。 

上水道 下水道 

中郡・竹野郡・熊野郡が「京丹後市」になり、字名の前の「字」は必要ありません。 住所表記 

京丹後市も１年生！ 

　  わたしたちも一年生！ 
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入
学
式
で
は
、
ド
キ
ド
キ
し
た
け
ど
、
先

生
や
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
が
や
さ
し
く
て

学
校
に
来
る
の
が
楽
し
み
で
す
。 

　
友
達
も
い
っ
ぱ
い
で
き
て
、「
鬼
ご
っ
こ
」

や
「
か
け
っ
こ
」
を
し
て
遊
ん
で
ま
す
。 

　
何
で
も
食
べ
て
大
っ
き
く
な
る
ぞ
！ 

　
家
が
、
学
校
か
ら
遠
い
の
で
歩
い
て
通
う

の
は
毎
日
大
変
だ
け
ど
が
ん
ば
っ
て
通
っ
て

い
ま
す
。
給
食
も
お
い
し
い
の
で
残
さ
ず
食

べ
て
い
る
し
、
勉
強
で
は
算
数
が
一
番
好
き

で
す
。 

　
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
上
手
に
な
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
し
、
走
る
の
が
得
意
な
の

　
学
校
は
、
す
ご
く
た
く
さ
ん
の
友
達
や
お

兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
て
、
楽
し
い

で
す
。 

　
外
で
遊
ぶ
の
が
好
き
で
、
ブ
ラ
ン
コ
に
乗

っ
て
よ
く
遊
び
ま
す
。 

　
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
、
勉
強
も
い
っ
ぱ
い
し

て
い
ま
す
。 

　
小
学
校
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
友
達
も
た

く
さ
ん
で
き
た
し
、
勉
強
も
楽
し
い
で
す
。

特
に
国
語
が
面
白
い
で
す
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
が
ん
ば
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
が
し
て

み
た
い
で
す
。 

　
運
動
会
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
学
校
は
、
体
育
館
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
す
っ

ご
く
広
く
て
う
れ
し
い
。
休
み
時
間
に
は
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。 

　
給
食
も
お
い
し
く
て
何
で
も
食
べ
て
ま
す
。

特
に
カ
レ
ー
や
グ
ラ
タ
ン
が
大
好
き
。 

　
勉
強
も
お
家
の
お
手
伝
い
も
が
ん
ば
っ
て

ま
す
。 

　
学
校
は
楽
し
い
し
給
食
も
お
い
し
い
で
す
。

好
き
な
勉
強
は
算
数
だ
け
ど
勉
強
は
全
部
面

白
い
。
小
学
校
で
は
国
語
を
が
ん
ば
っ
て
勉

強
し
て
み
た
い
で
す
。 

　
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
の
で
や
り
た
い
し
、

遠
足
が
あ
る
そ
う
な
の
で
「
あ
じ
わ
い
の
郷
」

に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。 

峰山小学校 

　三輪拓史くん（中央） 

間人小学校 

　西川勇斗くん（中央） 

大宮第一小学校 

　西村美輝ちゃん（左） 

吉野小学校 

　堀江沙紀ちゃん 

三津小学校 

末次真由美ちゃん（中央） 

神野小学校 

　増田祐斗くん 

　京丹後市誕生に伴い、京丹後市立となった小学校（31校）には596人が、また中学

校（９校）には717人が入学。期待いっぱいの新たなスタートをきりました。 

　笑顔いっぱいの新小学１年生に、入学しての気持ちを聞きました。 

京丹後市も１年生！ 

　  わたしたちも一年生！ 

京丹後市も１年生！ 

　  わたしたちも一年生！ 
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　「
春
本
番
」
を
告
げ
る
恒
例
の
「
網
野
町
ち

り
め
ん
祭
」
が
四
月
十
日
・
十
一
日
の
二
日

間
、
網
野
町
の
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
周
辺
を
会
場

に
開
か
れ
、
郷
土
色
豊
か
な
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
や
街
頭
パ
レ
ー
ド
等
、
多
彩
な
催
し
が
来

場
者
約
一
万
八
千
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

　
「
ち
り
め
ん
祭
」
は
、
”
着
物
で
お
し
ゃ
れ

を
！
“
を
テ
ー
マ
に
、
地
場
産
業
の
「
ち
り

め
ん
」
を
通
し
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

願
い
、
網
野
町
ち
り
め
ん
祭
会
の
主
催
で
毎

年
四
月
の
第
二
日
曜
日
に
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
五
十
四
回
目
。 

　
ま
つ
り
に
は
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

や
団
体
の
ほ
か
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
こ
ぞ

っ
て
参
加
。
見
る
！
食
べ
る
！
遊
ぶ
！
集
う
！

が
凝
縮
さ
れ
た
『
ま
ち
ぐ
る
み
の
ま
つ
り
』
は
、

心
踊
ら
せ
る
春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。 

　
会
場
で
は
、「
き
も
の
今
昔
」
と
題
し
た
「
き

も
の
シ
ョ
ー
」
や
よ
さ
こ
い
踊
り
、
ち
り
め

ん
小
唄
お
ど
り
等
の
ス
テ
ー
ジ
で
「
丹
後
ち

り
め
ん
」
の
魅
力
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
。
ま

た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
地
場
産
品

や
海
産
物
を
売
る
活
気
あ
ふ
れ
る
声
が
終
日

響
い
て
い
ま
し
た
。 

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
街
頭
パ
レ
ー
ド
」

で
は
、
小
学
生
の
鼓
笛
隊
や
彩
り
鮮
や
か
な

「
静
の
舞
・
待
女
行
進
」
等
が
行
わ
れ
、
ま

つ
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

保育所の子どもたち等が描いた、

かわいい「きもの絵の竹飾り」が

会場周辺を彩りました 

体育センター・体育館では、丹後

ちりめんの大展示や「呉楽市」と

題した展示・即売も行われ、多く

の来場者で賑わいました 

艶やかな着物姿が、会

場の雰囲気を盛り上げ

ました 

多くの観客で沿道が埋め

つくされた、メインイベ

ント「街頭パレード」 

アミティ丹後・多目的ホールでは、華やかなステ

ージが次々と繰り広げられ、観客を魅了しました 

艶
や
か
に
　
賑
わ
う 

　  

網
野
町
　
ち
り
め
ん
祭 
艶
や
か
に
　
賑
わ
う

艶
や
か
に
　
賑
わ
う 

　  
網
野
町
　
ち
り
め
ん
祭

網
野
町
　
ち
り
め
ん
祭 
艶
や
か
に
　
賑
わ
う 

　  
網
野
町
　
ち
り
め
ん
祭 
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11

来
場
者
は
、
永
い
歴
史
を
語
る
作
品
一
つ

ひ
と
つ
を
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た 

　
京
丹
後
市
の
誕
生
を
記
念
し
て
、
ア

ミ
テ
ィ
丹
後
（
網
野
町
網
野
）
で
四
月

一
日
か
ら
四
日
ま
で
、
丹
後
の
地
場
産

業
と
し
て
地
域
を
支
え
て
き
た
「
丹
後

ち
り
め
ん
」
の
歴
史
を
語
る
「
丹
後
織

物
の
ル
ー
ツ
展
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

京丹後市誕生を記念し 

　  地場産業を振り返る 

京丹後市誕生を記念し 

　  地場産業を振り返る 

アミティ丹後 

　「
丹
後
織
物
の
ル
ー
ツ
展
」
は
、
六
町
が
合

併
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
中
、
”織
物
の

町
“
と
し
て
発
展
し
て
き
た
丹
後
地
域
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も

の
で
、
期
間
中
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

貴
重
な
資
料
も
数
多
く
公
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
丹
後
ち
り
め
ん
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二

〇
年
）
に
峰
山
の
絹
屋
佐
平
治
（
後
に
森
田

治
郎
兵
衛
と
改
名
）
が
京
都
の
西
陣

か
ら
秘
伝
の
技
術
を
持
ち
帰
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
以
来
、
丹
後

一
円
の
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
江
戸
時
代
の
峰
山
藩
主
・

京
極
高
長
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
の
れ

ん
復
元
品
」
や
藤
布
（
ふ
じ
ぬ
の
）

で
つ
く
ら
れ
た
袋
等
の
ほ
か
、
東
京

都
永
田
町
の
首
相
官
邸
が
、
江
戸
時

代
の
峰
山
藩
上
屋
敷
跡
地
で
あ
る
こ

と
を
表
わ
す
絵
画
も
展
示
。
ま
た
、

手
機
織
り
の
実
演
も
行
わ
れ
る
等
、

来
場
者
は
、
古
（
い
に
し
え
）
か
ら

伝
え
ら
れ
た
”モ
ノ
“
づ
く
り
の
気
風
、

伝
統
に
感
心
し
な
が
ら
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

南向きに窓が設けられた明るい「手

織り部屋」で楽しそうに「さをり織

り」をつくる入所者のみなさん 

 認可の障害者施設が稼動 

　200人が集い入所を祝う 

　
久
美
浜
町
竹
藤
の
「
知
的
障
害

者
通
所
授
産
施
設
『
あ
お
ぞ
ら
』」（
定

員
三
十
人
）
で
四
月
十
日
、
入
所

式
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
同
施
設
の
通
所
者
や

関
係
者
、
ま
た
地
元
区
民
の
方
な

ど
約
二
百
人
が
参
加
。
通
所
者
に

よ
る
「
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」
等
の
披

露
や
、
交
流
会
で
は
焼
そ
ば
や
お

で
ん
等
が
振
る
舞
わ
れ
、
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
施
設
は
、
昨
年
八
月
に
設
立

さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
「
久
美
の

浜
福
祉
会
」
（
理
事
長
・
片
山
茂
さ

ん
）
が
事
業
主
体
と
な
り
、
「
地
域

の
障
害
の
あ
る
方
た
ち
が
安
心
し
て

働
く
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
」
と
建

設
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
施
設
は
、
木
造
二
階
建
て
、
延
床

面
積
は
約
五
五
〇
平
方
　
。
「
さ
を

り
織
り
」・「
木
綿
織
り
」
等
を
つ
く

る
「
手
織
り
部
屋
」
や
竹
炭
焼
と
炭

加
工
を
行
う
部
屋
な
ど
三
つ
の
作
業

室
の
ほ
か
、
重
度
障
害
者
の
方
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
で
き
る
「
ご
ろ
ご
ろ
コ
ー
ナ

ー
」
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
の
部
屋
も
床
暖
房
を
完
備
し
、

冬
季
で
も
暖
か
く
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
片
山
理

事
長
は
「
以
前
に
比
べ
、
通
所
者
の

表
情
が
明
る
く
な
り
、
み
ん
な
楽
し

く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
久
美
浜
町
に
は
、
平
成

二
年
に
開
設
し
た
無
認
可
施
設
「
久

美
浜
共
同
作
業
所
」
が
あ
り
ま
し
た

が
、
通
所
者
が
約
四
十
人
と
多
く
、

認
可
施
設
の
建
設
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
久
美
浜
共
同
作
業

所
を
改
築
し
て
設
置
さ
れ
た
「
精
神

障
害
者
小
規
模
通
所
授
産
施
設
『
つ

ば
さ
』」（
定
員
十
九
人
）
も
、
今
年

の
夏
頃
に
は
開
設
さ
れ
る
予
定
で
、

食
品
加
工
や
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
を
行

い
ま
す
。 

� 
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京丹後市 

市長選挙・市議会議員一般選挙 

投 票 日 告 示 日 

５月16日（日） 
午前７時～午後８時 

選挙会（開票） 
５月16日（日）午後９時30分～ 
峰山中学校体育館 

５月９日（日） 

ただし、次の投票所は時間が異なります。 

　第８投票所【峰山町　大路公民館】　　　午前７時～午後６時 

　第52投票所【丹後町　高齢者等活性化センター（鞍内ふれあいセンター）】 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前７時～午後７時　 

　第54投票所【丹後町　袖志農民研修所】　午前７時～午後７時 

　第60投票所【弥栄町　弥栄生きがい交流センター】午前７時～午後７時 

　第61投票所【弥栄町　中津・田中公民館】午前７時～午後７時 

　第76投票所【久美浜町　三原公民館】　　午前７時～午後６時 

　第83投票所【久美浜町　河内公民館】　　午前７時～午後６時 

　第84投票所【久美浜町　蒲井公民館】　　午前７時～午後６時 

有
権
者
の
み
な
さ
ん
の
意
思
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す 

　
　
　
　
　
　
　
一
票
の
権
利
を
大
切
に
、
棄
権
せ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う 

選
挙
運
動
の
ル
ー
ル 

戸
別
訪
問
の
禁
止 

飲
食
物
の 

          

提
供
の
禁
止 

署
名
運
動
の
禁
止 

気
勢
を
張
る
行
為 

                

の
禁
止 

　
選
挙
運
動
の
目
的
で
有
権

者
の
家
な
ど
を
訪
問
す
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
飲
食
物
の
提
供
が
禁
止
さ

れ
る
の
は
、
す
べ
て
の
人
に

つ
い
て
で
す
。 

　
選
挙
運
動
に
関
し
て
候
補

者
が
選
挙
運
動
員
や
第
三
者

を
慰
労
す
る
目
的
で
飲
食
物

を
提
供
す
る
場
合
。 

　
第
三
者
が
候
補
者
や
選
挙

運
動
員
を
激
励
す
る
た
め
に
、

い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
な
ど
の

形
で
提
供
す
る
場
合
。 

　
た
だ
し
、
湯
茶
お
よ
び
こ

れ
に
伴
い
通
常
用
い
ら
れ
る

程
度
の
菓
子
の
提
供
や
、
候

補
者
が
選
挙
運
動
員
や
選
挙

活
動
に
使
用
す
る
労
務
者
に

対
し
、
選
挙
期
間
中
の
制
限

に
従
っ
て
提
供
す
る
も
の
に

限
り
、
許
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
選
挙
に
関
し
て
、
特
定
の

人
に
投
票
す
る
よ
う
、
ま
た

は
特
定
の
人
に
投
票
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
有
権
者
に
対
し
て
署

名
運
動
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

　
選
挙
運
動
の
た
め
、
自
動

車
を
連
ね
る
な
ど
、
気
勢
を

張
る
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。 
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「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

期
間
中
（
四
月
六
日
〜
十
五
日
）

初
日
の
四
月
六
日
に
、
「
交
通
安

全
指
導
員
」
の
委
嘱
式
を
市
役
所

の
会
議
室
で
行
い
、
住
み
よ
い
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
「
交
通
安
全
指
導
員
」
と
は
、

交
通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導

に
ご
協
力
い
た
だ
く
市
民
の
方
（
定

数
五
十
人
・
任
期
三
年
）
で
、
事

故
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
へ

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
委
嘱
式
で
は
、
増
田
市
長
職
務

執
行
者
が
「
関
係
機
関
・
団
体
が

緊
密
に
連
携
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
総
合
的
な
各
種

交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
市
の
喫
緊
（
き
っ
き
ん
）

の
課
題
で
す
。
安
全
で
安
心
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
交
通
安
全

指
導
員
の
み
な
さ
ん
の
活
動
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
。
同
指

導
員
会
の
会
長
に
は
中
川
芳
隆
さ

ん
（
峰
山
町
御
旅
）
、
副
会
長
に

は
安
久
吉
則
さ
ん
（
大
宮

町
口
大
野
）
と
久
古
喜
知

さ
ん
（
網
野
町
小
浜
）
を

選
任
す
る
と
と
も
に
事
業

計
画
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
委
嘱
式
の
後
、
指
導
員

の
み
な
さ
ん
は
早
速
、「
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
マ

イ
ン
」
（
峰
山
町
新
町
）

で
交
通
事
故
撲
滅
を
訴
え

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。 

交
通
安
全
を
訴
え
る
指
導
員
の
み
な
さ
ん 

交
通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導
に 

                  

交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱 

交
通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導
に

交
通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導
に 

                  

交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱

交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱 

交
通
安
全
の
普
及
・
啓
発
・
指
導
に 

                  

交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱 

交
通
安
全
指
導
員
会 

 

副
会
長
　
安
久
吉
則
さ
ん 

交
通
安
全
指
導
員
会 

 

副
会
長
　
久
古
喜
知
さ
ん 

交
通
安
全
指
導
員
会 

 

会
　
長
　
中
川
芳
隆
さ
ん 

お世話になります 

交通安全指導員のみなさん 

交通安全府民運動 

取り組みの重点 

◆高齢者の交通事故防止対 

　策の推進 

◆自転車の安全利用の推進 

◆シートベルトとチャイル 

　ドシート着用対策の推進 

◆迷惑駐車対策の推進 

◆暴走行為など悪質・危険 

　な運転の追放の推進 

◆薄暮時における早めのラ 

　イト点灯の推進 

峰
　    

山
　    

支
　    

部 

大
　
宮
　
支
　
部 

久
　
美
　
浜
　
支
　
部 

網
　
野
　
支
　
部 

丹
後
支
部 

弥
栄
支
部 

田中　幸男 

中川　芳隆 

藤田兵一郎 

山本　一之 

中西　　 

西村　　弘 

隅倉　則明 

澤井　繁男 

上田　寛子 

田中　直子 

橋本　洋子 

増田　明子 

安久　吉則 

藪下　　進 

河野　忠夫 

中辻恵美子 

矢野　世嗣 

田中その枝 

吉岡　晴野 

廣野　英子 

久古　喜知 

倉橋　嘉子 

安井　十一 

小森　司朗 

岡村　福美 

河口　三蔵 

吉岡　幸男 

中村　米子 

引野　年雄 

田中　久夫 

山中　春夫 

川戸　　清 

坂本　信幸 

谷口　直彦 

相見　政儀 

今度　利通 

田家　　一 

坪倉　好保 

中村　　茂 

川上　教隆 

稲田　敦子 

今井　正吉 

戸出　司朗 

山本　節生 

吉岡　邦司 

中村　邦雄 

森口　明穂 

的場　　功 

氏　名 氏　名 氏　名 氏　名 氏　名 

（敬称略） 
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　総合検診は、健康状態のチェックと、これから

の健康づくりに役立つ情報を得るよい機会です。 

　京丹後市では、平成16年度の総合検診を行います。

みなさん、ぜひこの機会を活かして自分の健康状

態を知っておきましょう。４月に各家庭へお届け

した「総合検診のお知らせ」をご覧いただき、ご

希望の方は、お早めに健康推進課（┒69-0350）に

お申し込みください。（隣組等による取りまとめ

は行いません） 

《今年の総合検診の特徴》 

乳　が　ん　：マンモグラフィ（専用のエックス線検査）は、50歳以上の方にとっては、救命効果が高いと

　　　　　　　いわれています。また、乳腺の密度が高い50歳代の方が乳がんになりやすく、マンモグラフ

　　　　　　　ィだけでは、十分でないため視触診を併用します。２年に１回の検査で、早期発見が可能です。 

骨粗しょう症：総合検診としては、58歳までの偶数年齢の方を対象に行いますが、60歳以上の方につきまし

　　　　　　　ては、秋ごろに「骨粗しょう症教室」として、希望の方には検査を行います。 

　　 がんの危険信号９か条 

１．胃　…胃の具合が悪く、食欲がな 

　　　　 く、好みが変わったりして 

　　　　 いないか 

２．子宮…おりものや、不正出血はな 

　　　　 いか 

３．乳房…乳房の中にしこりはないか 

４．食道…飲み込むときに、つかえる 

　　　　 ことはないか 

５．大腸…便に血や粘液が混じったり 

　　　　 していないか 

６．肺　…咳が続いたり、痰に血が混 

　　　　 じっていないか 

７．喉頭…声がかすれたりしないか 

８．舌・皮膚…治りにくい潰瘍（かい 

　　　　 　　よう）はないか 

９．腎臓・膀胱・前立腺 

　　　　 …尿の出が悪かったり、血 

  が混じったりしないか 

  症状に気づいたら 

　　  専門医の診察を受けましょう！ 

 

総合検診 

検査項目 
男　　性 

対　　象　　年　　齢 

女　　性 

結　核 

肺がん 

胃がん 

大腸がん 

基本健康診査 

肝炎ウイルス検査 

１６歳以上 

４０歳以上 

４０歳以上 

３０歳以上 

２０歳以上 

４０歳以上の未検の方 

５５歳以上 
※前年度に異常がなか 
　った方は２年に１回 

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳 
６０歳・６５歳・７０歳 

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳 
６０歳・６５歳・７０歳 

３０歳以上 

３０歳～４９歳 

５０歳以上の偶数年齢 

２０歳～５８歳の偶数年齢 

１６歳以上 

４０歳以上 

４０歳以上 

３０歳以上 

２０歳以上 

４０歳以上の未検の方 

子宮がん 

乳がん視触診 

乳がん視触診マン 
モグラフィ併用 

前立腺がん 

腹部超音波検査 

※対象年齢は、平成１７年３月３１日の時点です 

骨粗しょう症 

守ろう！　つくろう！　自分の健康 守ろう！　つくろう！　自分の健康 守ろう！　つくろう！　自分の健康 
～総合検診を受けましょう～ 検診は無料です 

検診は無料です 
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子宮頸（けい）がん 

　子宮頸（けい）部（膣に近い部分）にできるがん

です。  

　発症は、３０歳代から増え始め、４０歳から５０

歳代がピークになります。 

　原因はよくわかっていませんが、ウイルスへの感

染と関連があるといわれています。 

子宮がん検診について（子宮頸（けい）がん検診） 

　子宮頸（けい）部を、綿棒かへらで軽くこすって

検体を採取した後、ガラス板に塗布して染色し、顕

微鏡で調べます。 

　生活習慣病を早期に発見し、生活習慣を改善する

ことで脳卒中、心筋梗塞（こうそく）、肝疾患、糖

尿病、腎臓病、貧血、高血圧、高脂血症等を予防し

ましょう。 

依然として多い胃がん 

　最近では、食生活の変化や検診受診率の向上によ

り減少傾向にありますが、依然として日本人に多い

がんです。 

胃がん検診について（エックス線造影検査） 

　空腹状態でバリウムを飲み、さまざまな角度から

胃の内部をエックス線で撮影します。 

　胃の内部の変化がわかるので、がんだけではなく、

潰瘍（かいよう）やポリープ等についても調べるこ

とができます。 

急増する肺がん 

　高い死亡者数。男性では胃がんを抜いて急増！！ 

　肺がんはここ数十年で急増しています。背景には

タバコの消費量の増加があります。  

　また、早期発見が難しいことも死亡率の増加の一

因となっています。 

レントゲン検査による肺がん検診 

　レントゲン写真は、２人以上の医師によって読影し、

その結果に応じて過去に撮影した胸部エックス線写

真と比較読影を行います。 

　前立腺がんは、日本でも急増中。５５歳以上の男

性は必ず受診してください。 

前立腺がん検診について（PSA） 

　５０歳を過ぎたら、自覚症状がなくても、まず血

液検査を受診されることをお勧めします。ＰＳＡ測

定は、血液検査で前立腺がんを早期に発見できる方

急増する大きな要因は、食生活の欧米化 

　大腸がんの要因としては、食生活の欧米化により、

繊維質を多く含む穀類や海草、豆類等をあまり食べ

なくなり便秘になって、発ガン性物質が生まれやす

くなること等が考えられています。 

大腸がん検診について（便潜血反応検査） 

　便の中に血液が混じっていないかを検査し、陽性

の場合はさらに詳しい検査を行います。 

日本人に急増している乳がん 

　食生活の欧米化や晩婚化、少子化等により、最近

では日本人女性の乳がんが急増しています。 

　乳がんは、ほかのがんに比べると、体の表面に近

いところにできるため、定期検診を受けるほか、月

１回、自分で乳房の状態をチェックする自己検診も

有効です。月経の直前や月経中は、乳腺が張ってし

こりと間違いやすいため、生理開始後１週間ごろに

行いましょう。 

　閉経後の方は、毎月、日を決めて行ってください。 

 乳がん検診について 

　自己検診＋視触診＋画像診断（超音波、マンモグ

ラフィ）が早期発見の決め手です！ 

　特に５０歳以上では、視触診に加え、マンモグラ

フィ併用検診を定期的（２年に１回）に行う必要が

あります。マンモグラフィ（エックス線検査）とは、

専用のエックス線撮影装置で、乳房をはさんで撮影

します。手で触れてもわからない５ミリ以下の小さ

いがんも発見できます。 

《基本健康診査》 

《胃がんについて》 

《肺がんについて》 

《前立腺がんについて》 

《大腸がんについて》 

《子宮がんについて》 

《乳がんについて》 

※循環器検診のこと 
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桃
の
か
わ
い
ら
し
い
花
が
見
ご
ろ
と
な

っ
た
四
月
十
一
日
、
高
山
果
樹
生
産
組
合

（
組
合
長
・
米
田
幹
夫
さ
ん
・
丹
後
町
徳

光
）
の
主
催
に
よ
る
「
花
見
ま
つ
り
」
が

高
山
桃
園
（
丹
後
町
徳
光
）

で
開
か
れ
、
春
の
陽
気
に

誘
わ
れ
多
く
の
人
が
繰
り

出
し
ま
し
た
。 

　
会
場
と
な
っ
た
同
桃
園

で
は
、
お
弁
当
を
広
げ
る

家
族
連
れ
や
仲
間
同
士
の

花
見
会
が
随
所
で
見
受
け

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
生
産
組
合
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、

つ
き
た
て
あ
つ
あ
つ
の
も
ち
入
り
ぜ
ん
ざ

い
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
、
来
園
者
は
、

身
体
全
体
で
春
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。 見事に咲き揃った花は圧巻。笑 

顔あふれる一日を楽しみました 

少し肌寒い天候にもかかわらず、多くの 

人が繰り出し、賑やかに楽しみました 

織物産業の復興と発展を願い、玉 

ぐしを奉納する参加者のみなさん 

両日とも好天に恵まれ、活気あふ 

れる声がみなぎっていました 

　
桜
咲
き
誇
る
「
薬
師
ヶ
丘
さ
く
ら
の
森

公
園
」
（
峰
山
町
室
）
で
四
月
十
日
・
十

一
日
に
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

多
く
の
親
子
連
れ
等
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
峰
山
の
桜
の
名
所
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
峰
山
西

地
区
有
志
の
実
行
委
員
会
（
代
表
世
話
人
・

木
下
譲
太
郎
さ
ん
・
峰
山
町
堺
）
が
毎
年

開
い
て
い
る
も
の
で
今
年
で
十
三
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。 

　
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

地
元
バ
ン
ド
の
演
奏
や
民
踊
、
よ
さ
こ
い

踊
り
等
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
ま
つ
り
気

分
を
盛
り
上
げ
、
来
場
者
は
所
狭
し
と
並

ん
だ
露
店
を
楽
し
み
な
が
ら
満
開
の
桜
の

下
、
”春

“
を
存
分
に
満
喫
し
ま
し
た
。 

　「
水
辺
公
園
や
さ
か
野
」（
弥
栄
町
溝
谷
）

で
、
四
月
四
日
に
「
や
さ
か
桜
ま
つ
り
」（
弥

栄
町
観
光
協
会
主
催
）
が
催
さ
れ
、
訪
れ

た
人
は
鮮
や
か
に
開
花
し
た
桜
並
木
の
下
、

春
の
訪
れ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。 

　
桜
ま
つ
り
は
、
平
成
八
年
度
に
京
都
府

に
よ
り
「
水
辺
公
園
や
さ
か
野
」
と
し
て

整
備
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
も
の
で
、
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。 

　
会
場
で
は
、
三
色
だ
ん
ご
も
振
る
舞
わ

れ
る
等
、
訪
れ
た
人
は
、
花
と
緑
に
囲
ま

れ
、
笑
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
し
た
。 

　
織
物
と
養
蚕
（
よ
う
さ
ん
）
の
神
を
祀

（
ま
つ
）
る
網
野
神
社
内
の
蚕
織
（
こ
お

り
）
神
社
（
網
野
町
網
野
）
で
、
四
月
十

三
日
に
「
祈
願
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
た
祈
願
祭
に
は
、

織
物
関
係
者
な
ど
約
四
十
人
が
参
加
。
午

前
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
神
事
で
は
、
神
社

宮
司
の
祝
詞
（
の
り
と
）
や
、
和
装
に
身

を
包
ん
だ
参
加
者
が
玉
ぐ
し
を
奉
納
し
、

織
物
産
業
の
復
興
と
発
展
を
願
い
ま
し
た
。 

　
夜
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
露
店
が
立
ち
並

び
、
ま
た
太
鼓
（
網
野
太
鼓
同
好
会
）
や

神
楽
の
舞
（
網
野
神
楽
保
存
会
）
も
披
露

さ
れ
る
等
、
訪
れ
た
人
は
幻
想
的
な
春
の

夜
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

春 
ら 

ん 

ま 

ん 

春 
ら 

ん 

ま 

ん 
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　合併に伴い、市内にお住まいの方、また通勤・通学されている方ならどなたでも、 
市内のすべての図書館および図書室が、ご利用できるようになりました。 

◆開館時間　午前10時～午後６時（峰山・あみの図書館は水曜日のみ午後７時まで） 
◆休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）・国民の祝日 
　　　　　　毎月１日（館内整理日）・年末年始（12月28日～１月４日） 

コピーサービス 

　著作権法に規定される範囲内で、図書館の資 

料に限ってコピーすることができます。（有料） 

　
「
あ
み
の
図
書
館
」
は
、
平
成

十
四
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
の

蔵
書
数
は
六
万
一
千
冊
、
利
用
登

録
者
は
約
六
千
三
百
人
で
す
。 

　
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
検
索
が
で
き
る
パ

ソ
コ
ン
十
台
を
設
置
。
七
千
冊
を

超
え
る
絵
本
や
手
芸
・
料
理
等
の

実
用
書
、
大
き
な
活
字
の
本
…
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
本
を
揃
え
て
い
ま
す
。 

　
利
用
登
録
者
の
方
は
、
自
宅

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
本
の
予
約
も
行
え
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
て
、
読
み
聞
か
せ

に
も
力
を
入
れ
、
親
し
み
や
す

い
、
あ
た
た
か
い
図
書
館
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
訪

ね
て
く
だ
さ
い
。 

図
書
の
検
索
や
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
が 

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー 

あみの図書館　ご紹介 

ご利用される図書館（図書室）で、利用カードの登録をしてください。 

登録には、住所・氏名・生年月日が確認できるもの（免許証・保険証等）が必要です。 

１人１０冊（図書室は５冊）まで、２週間借りることができます。 

本を借りた図書館・図書室のカウンターに本だけをお持ちください。（利用カードは必要

ありません） 

図書館が閉まっている場合は、返却ブックポスト（図書館前に設置）にお返しく

　本は、探しやすいように分野ごとに並んでいますが、タッチパネル（峰山・あみの図

書館のみ）やインターネットを利用して探すこともできます。 

　探し方がわからない場合や、調べたいことがあるときには、お気軽にご相談ください。 

　読みたい本が貸し出し中の場合は、予約ができます。（１人２冊まで。あみの図書館の

利用登録者の方は、インターネットを利用して予約できます） 

　また、市内の他の図書館、または京都府内の図書館から借りたり、新たに購入したり

することもありますので、ご相談ください。 

予約 

リクエスト 

サービス 

探している本が 

見つからないとき 

初めて本を 

借りるとき 

本を返すとき 

名　　称 

峰山図書館 
（本館） 

〒６２７-０１２ 
　峰山町杉谷１０３０ ☎６２-５１０１ 

☎６９-０６７２ 

☎６５-２１０１ 

☎７２-４９４６ 

☎７５-２１１１ 

☎８２-１７７１ 

〒６２９-２５０１ 
　大宮町口大野２２８-１ 
　    （アグリセンター大宮内） 

〒６２７-０１１１ 
　弥栄町溝谷３４４３-２ 
　　  （弥栄地域公民館内） 

〒６２９-３１０１ 
　網野町網野３８５-１ 
　　　　（ら・ぽーと内） 

〒６２７-０２０１ 
　丹後町間人２６２４ 
　　  （丹後地域公民館内） 

〒６２９-３４０４ 
　久美浜町８５２-１ 
　  （久美浜地域公民館内） 

あみの図書館 
（本館） 

大宮図書室 

弥栄図書室 

丹後図書室 

久美浜図書館 

住　　　　所 電話番号 

市立図書館　利用ご案内 市立図書館　利用ご案内 
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ホームページ  http://www.city.kyotango.kyoto.jp 
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人口のうごき 

男　　　31,726人 

女　　　34,086人 

計　　　65,812人 

世帯数　21,468

（4月15日現在） 

え
ー
ご
ま
食
べ
て
健
康
に
な
ろ
う
！ 

　
大
宮
町
で
は
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い

る
エ
ゴ
マ
に
注
目
し
、
商
品
と
し
て
の
特

産
品
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
エ
ゴ
マ
は
、
油
の
原
料
と
な
る
ほ
か
、

ゴ
マ
の
よ
う
に
食
用
に
で
き
ま
す
。
ま
た
、

α-

リ
ノ
レ
ン
酸
（
必
須
脂
肪
酸
の
一
つ
）

を
多
く
含
み
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
症

状
の
改
善
に
効
果
が
あ
り
、
各
方
面
で
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

　
健
康
づ
く
り
の
食
材
と
し
て
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。 

 

　
羽
衣
伝
説
発
祥
の
地
、
磯
砂
山
（
い
さ

な
ご
さ
ん
）
の
ふ
も
と
で
、
自
然
の
恵
み

に
育
ま
れ
た
、
地
元
産
の
大
豆
を
使
っ
た

生
粋
の
自
然
食
。 

　
地
元
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
か
ら
と
れ
た
米
こ

う
じ
と
塩
を
加
え
、
土
蔵
の
中
で
ゆ
っ
く

り
じ
っ
く
り
と
熟
成
さ
せ
た
昔
な
が
ら
の

田
舎
み
そ
。 

　
一
〇
〇
％
手
づ
く
り
の
、
無
添
加
食
品

で
す
。
手
づ
く
り
な
ら
で
は
の
素
朴
な
味

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

大宮町の特産品 峰山町の特産品 

エ
ゴ
マ
を
使
っ
た
商
品
の
数
々
（
荏
胡 

麻
の
実
、
え
ご
ま
油
、
エ
ゴ
マ
も
ろ
み
） 

一
〇
〇
％
手
づ
く
り
の
「
乙
女
み
そ
」 

看
板
を
除
幕
す
る
等
、
新
た 

な
拠
点
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
福 

聴覚言語に障害のある方の拠点 

　　　デイサービスセンター完成 

　
聞
こ
え
と
言
語
に
障
害
の
あ
る
方
た
ち
の
生
活
を

支
援
す
る
「
京
丹
後
市
聴
覚
言
語
障
害
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」（
峰
山
町
荒
山
）
の
事
業
開
始
を
祝

う
「
開
所
記
念
式
典
」
が
四
月
十
三
日
に
、
同
セ
ン

タ
ー
利
用
者
な
ど
約
六
十
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
京
都
聴
覚
言

語
障
害
者
福
祉
協
会
」
（
理
事
長
・
高
田
英
一
さ
ん
）

が
運
営
。
機
能
訓
練
や
生
活
相
談
、
創
作
活
動
等
、

聴
覚
と
言
語
に
障
害
の
あ
る
方
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
セ
ン
タ
ー
管
理
者
の
新
竹
真
由

美
さ
ん
（
大
宮
町
善
王
寺
）
は
「
情

報
が
少
な
く
な
る
障
害
者
の
方
へ

の
情
報
提
供
に
努
め
、
楽
し
く
集
い
、

親
し
ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

さ
れ
て
い
ま
す
。 

京
丹
後
の
味
わ
い

京
丹
後
の
味
わ
い 

　
　
　

　
　
　
四
季
い
ろ
い
ろ

四
季
い
ろ
い
ろ 

京
丹
後
の
味
わ
い 

　
　
　
四
季
い
ろ
い
ろ 

乙女みそ 乙女みそ エゴマ エゴマ 


